
第１回 南長浜地域まちづくり検討会議
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本日のアジェンダ
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1. あいさつ

2. 委員自己紹介

3. 南長浜地域まちづくり検討事業について

4. 検討会議の進め方

a. 検討体制

b. 年間スケジュール／令和６年度ゴール

c. 検討の手法

5. その他

a. 南ながはま共創パートナー企業の募集について

b. 第2回 検討会議について

１５分

４０分

２０分

１０分

５分



１．あいさつ
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市長の浅見宣義は６月定例議会本議会中につき、

長浜市未来創造部次長 村﨑より挨拶申し上げます。



２．委員自己紹介
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委員名簿の順にお呼びしますので、自己紹介をお願いします。

・お名前

・おしごと、専門分野

・長浜市とのご縁（えん）



３．南長浜地域まちづくりについて
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長浜市の将来人口推計

長
浜
市
の
課
題

30年で人口が約30％減少す
る見込み。
また、前回推計時と比較して、
人口減少がより加速化してい
ることが伺える。



３．南長浜地域まちづくりについて
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人口推計の年齢階級割合

長
浜
市
の
課
題

2050年には、少子高齢化がより
顕著である。
働き世代が現在の62.7％と大幅
に減少する一方で、高齢者は
100.4％と増加傾向にあることか
ら、社会基盤の維持がより困難に
なっていくことが予想される。



３．南長浜地域まちづくりについて

7

年齢階級別純移動数の分析

長
浜
市
の
課
題



３．南長浜地域まちづくりについて
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• 人口が減少し、地域社会の維持が困難となってきている
• 交通の便が悪い
• 魅力的な就労先がない
• 人が集積する施設（商業店舗、遊戯施設等含む）がない
• 地域行事が移住・定住の妨げとなっている場合がある
• 市街化調整区域が多く、土地規制が強い
• 政策ビジョンがない

＊地域の課題

＊長浜市総合計画第３期基本計画の重点プロジェクトの考え方

「長浜市に暮らす若者が、
現在も、将来も魅力を感じられるまちを創る」

南長浜地域の豊富な都市アセットを活かし、

市内外から若者が集まるような施策を講じ、

人口減少に歯止めをかける

長
浜
市
の
課
題
／
ま
ち
づ
く
り
の
指
針



S6 田村駅新設
S50 滋賀文教短期大学創立
S62 国鉄分割民営化により田村駅がJR西日本駅となる

都市計画市場として長浜地方卸売市場の決定
H8 市立長浜病院が現在地に移転開院

H15 長浜バイオ大学（私立）創立
H24 下坂中地区、田村地区、寺田地区、田村駅東地区

４地区において地区計画（一部H27）策定 、市街化区域編入（一部H27）
H30 『田村駅周辺整備基本計画』策定

R2 南長浜まちづくり検討会議
R3 南長浜地域ビジョン検討会議
R4 長浜市総合計画第3期基本計画策定

同計画内の重点プロジェクトに「南長浜地域まちづくり検討事業」を設定
（仮称）神田スマートIC事業化決定

R5 南長浜地域まちづくり検討事業スタート
南長浜地域まちづくり共創会議・検討会議
ワークショップ［co-creation meeting］

『南長浜地域まちづくりコンセプト for 2050』を策定 ☜

３．南長浜地域まちづくりについて
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＊南長浜地域のまちづくり変遷

ま
ち
づ
く
り
の
変
遷
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

＊次世代起点デザイン

「現在」ではなく、「未来」・「未来に存在する人」を起点としたデザイン

＊プロセス

＞＞持続可能な社会の実現には、中長期的な未来視点が必要
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

＊次世代起点デザイン

「現在」ではなく、「未来」・「未来に存在する人」を起点としたデザイン

＊プロセス

＞＞持続可能な社会の実現には、中長期的な未来視点が必要
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

過去と現在のリサーチ ＊＊デスクリサーチ

既存の資本をデスクリサーチによってリストアップ
いつ、どのような背景でできたか明らかに

※別添資料参照
・南長浜地域まちづくり年表
・資本（５５個）
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

参加者：７名

過去と現在のリサーチ ＊＊フィールドワーク
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

＊次世代起点デザイン

「現在」ではなく、「未来」・「未来に存在する人」を起点としたデザイン

＊プロセス

＞＞持続可能な社会の実現には、中長期的な未来視点が必要
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

＊インタビュー数：２３名
＊年齢層：１０代～７０代

未来のリサーチ ＊＊インタビュー
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

＊参加者：３３名
＊年齢層：１０代～６０代

未来のリサーチ ＊＊ワークショップ 第１回
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

＊ワークショップでの意見 第１回
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

＊ワークショップでの意見 第１回
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

＊ワークショップでの意見 第１回
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

＊ワークショップでの意見 第１回
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

＊参加者：１５名
＊年齢層：１０代～８０代

第２回
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

＊ワークショップでの意見 第２回
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

＊ワークショップでの意見 第２回



28

３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

・デスクリサーチとインタビュー等を参考に資本カードを作成

未来のリサーチ ＊＊資本の抽出
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

・未来年表を用いて、設定した未来の期間の前後で想定されるトピックを収集
・住む・暮らす、移動する、費やす、労る、働く、育てるなどのカテゴリーで分類する

未来のリサーチ ＊＊未来洞察



30

３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

＊次世代起点デザイン

「現在」ではなく、「未来」・「未来に存在する人」を起点としたデザイン

＊プロセス

＞＞持続可能な社会の実現には、中長期的な未来視点が必要
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

想定する未来の期間を決める
資本のリサーチや未来のリサーチを参考にして、未来に生きるペルソナを設定

未来のデザイン ＊＊未来ペルソナ



32

３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論



35

３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

・未来ペルソナを起点にして「のこす資本」を選択
・未来ペルソナを起点にして「新たに獲得する資本」を導出

未来のデザイン ＊＊資本の検討（１）
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

・それぞれの未来ペルソナを起点に、各資本を「自然資本」「社会関係資本」
「人工資本」「人的資本」に分類

・すべてのペルソナのマップを統合したマップを作成する

未来のデザイン ＊＊資本の検討（２）
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３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論

・関連する資本同士をネットワークでつなぐ
・類似の資本をグループ化する
・資本に関係するところにペルソナを配置する

未来のデザイン ＊＊エコシステムマップ作成



４．検討会議の進め方
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＊2050年南長浜エコシステムマップ

こ
れ
ま
で
の
検
討
／
次
世
代
起
点
デ
ザ
イ
ン
方
法
論



３．南長浜地域まちづくりについて

42

＊南長浜地域まちづくりコンセプト for 2050

「 まじわり、未来がそだつまち 」

南長浜地域において、「のこす」「そだつ」「まじわる」の３つの視点を
重視しつつ、２０５０年にあるべき賑わいや他地域をけん引する先進
的な取り組みを目指します。こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
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◆まちづくりのコンセプト◆

まじわり、未来がそだつまち

のこす

そだつ

まじわる

・地域古来の歴史や伝統文化、神社仏閣が維持され、次世代へ引き継がれている。
・里山、田園、溜池など、固有の豊かな自然や景観が保全されている。
・地域で支えあう市民活動の枠組みが継承され、機能している。

・大学や高校などの教育インフラを背景として地域の担い手や世界に羽ばたく人材が育つ。
・誰もがチャレンジできる場や機会が豊富にあり、新しい仕組みや活動が盛んに生まれている。
・地域固有の資源や知の集積を活かして、若者にとって魅力ある新たなビジネスが次々と創出
される。
・賑わいを創出する店舗や施設が立地している。
・健康管理・医療・介護・福祉サービスが充実している。
・食料や再生可能エネルギーなどの地産地消が広がっている。
・歴史や伝統文化、故郷の風景、市民活動等を通じて愛着や誇りが醸成される。

・高い交通利便性を背景に、長浜に人や資本を呼び込むゲートウェイとして機能している。
・地域内外の若者が集まり、様々な分野で活発に交流、活動している。
・地域資源を活かして交流・関係人口が絶えず往来している。
・バイオなど先端的な知の集積がある一方で、昔ながらの伝統（「結」等）が存在しており
「新しいモノコト」と「古き良きモノコト」が共存している。
・「デジタル」と「アナログ」、「ファスト」と「スロー」など、これまで相対と捉えていたヒト、モノ、
コトをともに地域の価値として、人々を惹きつけている。

実
現
へ
向
け
、ビ
ジ
ョ
ン
・事
業
を
考
案

R6

３．南長浜地域まちづくりについて

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り



３．南長浜地域まちづくりについて
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＜ミクロ＞ 南長浜地域において

『地域資源を活かして、地域内外から人（特に

若者）や資本を集積できるまちを目指す』

＜マクロ＞ 長浜市全域において

『革新的・先進的な取り組みにより、市域全体

に好循環をもたらすまちを目指す』

＊まちづくりの目標

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り



４．検討会議の進め方
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a
.

検
討
体
制

＊検討体制

南長浜地域まちづくり共創会議

南長浜地域まちづくり検討会議

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
部
会

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
会

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
部
会

地元まちづくり団体、関係団体、
施設の長および学識経験者で構成
＊主な役割
・地域意見の反映
・地域への周知、機運の盛り上げ
・ビジョンの承認

地域内外の専門家、専業家および学識経験者
で構成。具体的な提案・実施の検討を行うた
め、検討会議内に３つの部会を設置
＊主な役割
・令和７年度に実施する事業の検討
・まちづくりビジョンの検討

南ながはま共創パートナー企業

南長浜のまちづくりに賛同し、協賛する企業
＊主な役割
・南長浜地域についての普及広報活動
・コンセプトに合った事業提案



４．検討会議の進め方
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＊年間スケジュール

第１回 令和６年 ６月２５日（火）１０時半‐１２時

第２回 〃 ７月１９日（金）１４‐１７時

第３回 〃 ８月１９日（月）１７‐２０時

第４回 〃 ９月１７日（火）１４‐２０時の間で調整中

第５回 〃 １１月１９日（火）１０‐１３時

第６回 令和７年 １月１４日（火）１６‐１９時

第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

第
６
回

具体事業の検討

南長浜地域まちづくりビジョンの検討

令
和
７
年
度
事
業
の
決
定

ビ
ジ
ョ
ン
策
定

R
６
年
度

R
７
年
度

b
.

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
／
令
和
６
年
度
ゴ
ー
ル

南長浜地域まちづくり共創会議 ※随時開催



４．検討会議の進め方
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c
.

検
討
手
法

ま ち づ く り 経 緯 ・ 検 討 ス キ ー ム の 共 有

まちづくりロードマップの作成

エ リ ア 設 定

エ リ ア ビ ジ ョ ン 検 討

STEP ①

STEP ②

STEP ③

STEP ④

ビ ジ ョ ン 編 纂STEP ⑤

具 体 事 業 の 検 討

準 備 ： デ ー タ 収 集 ・ 整 理 ・ 分 析 な ど



４．検討会議の進め方
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STEP ②：具体事業の検討

令和７年度に実施する事業

2050年までに取組むこと

• ３部会で検討（部会単位）をおこなう
• コンセプトと整合性が取れるもの
• 実験的な要素が大きく、実行性が高い
• １年でPDCAを回すことができる
• ソフト寄り（ものによってはハードもOK）

• ３部会で検討（部会単位）をおこなう
• 実行性よりもコンセプトや未来ペルソナ、
未来エコシステムマップを意識したもの

• ハード、ソフトどちらでもOK

c
.

検
討
手
法



ライフスタイル部会

インキュベーション部会

ゲートウェイ部会

世の中の流れ ほか

４．検討会議の進め方
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STEP ②：まちづくりロードマップの作成

南長浜
まちづくり
ビジョン

２０５０年２０30年

のこす

2050年
南長浜

エコシステム

２０31年誕生

２０35年 ２０40年 ２０45年

神田SIC開通

滋賀県北部
産業団地OPEN

自動運転平準化

仮想空間が主流へ

○○地区農振除外 ○○地区市街化編入

行政のハード整備

予想される社会変革・未来資本実現

各取組みを実施する上で必要な規制解除

部会で検討する事業等

そだつ

まじわる

２０２５年

長浜農業
高校移転

文教短期
大学開校

北陸自動
車道開通

長浜中央卸売
市場開場

長浜ドーム開場

市立長浜
病院移転

バイオインキュベーション
センター開設

長浜バイオ大学開校

豊島池フェスティバル開催

環境ビジネスメッセ開催

きんたろう会設立

各地域づくり
協議会設立

神田まちづくり
センター新設

サイエンスパーク
分譲開始

c
.

検
討
手
法



４．検討会議の進め方
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＊県と市町の連携による産業用地開発事業

c
.

検
討
手
法

企業の設備投資意欲の高まりを背景に、滋賀県は、産業立地戦略に基づき、県内北部地
域（長浜・米原・高島）及びそれ以外の合計２か所で「県と市町の連携による産業用地開
発事業」に取り組むとし、本年３月から候補地の募集を開始されました。

本市は、米原市と共同で下図の範囲を応募します。

場所：長浜市加田町及び加田今町地先（米原市長沢を含む）
面積：約３５ha （長浜市 約１８ha 、米原市 約１７ha）

県が重点的に立地を促進する
産業分野

①医薬品・医療機器
②バイオ
③蓄電池
④電子部品・半導体
⑤新モビリティ
⑥情報通信業
⑦グリーン物流
⑧観光（宿泊施設に限る）



４．検討会議の進め方
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STEP ③：エリア想定

c
.

検
討
手
法



４．検討会議の進め方
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STEP ④：エリアビジョンの検討

参照元：浦和駅周辺まちづくりビジョン ～概要版～

https://www.city.saitama.lg.jp/001/010/015/015/001/index.html

＊エリアビジョンのイメージ

c
.

検
討
手
法

https://www.city.saitama.lg.jp/001/010/015/015/001/index.html


４．検討会議の進め方
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STEP ⑤：ビジョン編纂

＊（仮称）南長浜地域まちづくりビジョン

想定アジェンダ

ごあいさつ
・浅見宣義市長挨拶

1. ビジョンについて
a. ビジョン策定の背景・目的
b. ビジョンの目標年次
c. ビジョンの位置付け
d. ビジョンの対象範囲
e. ビジョンの構成

2. 南長浜地域の果たすべき役割
a. 南長浜地域の位置付け・役割
b. マクロ・ミクロの視点

3. 南長浜地域のすがた
a. まちの歴史
b. まちの特長
c. 地域の声・思い

4. 南長浜地域のまちの将来像
a. 基本理念
b. まちづくりコンセプト
c. 未来の人たち・生活のすがた
d. 未来エコシステムマップ

5. まちづくりの展開
a. まちづくり方針
b. まちづくりの展開
c. ロードマップfor2050

6. まちの将来像の実現に向けて
a. アクションプラン（仮）

7. 資料編
a. 参考資料
b. 策定経過

c
.

検
討
手
法



５．その他
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⚫ 市ホームページにおける企業紹介、活動掲載
⚫ プロジェクト事業に係る行政連携、協力支援
⚫ 実証フィールドの提供

⚫ 事業等の提案
⚫ 実証事業などにおける技術・ノウハウ、体験版製品などの提供
⚫ まちづくりに関する情報発信等

企業へのサポート

行政連携、地域貢献

南ながはま
共創パートナー企業

長浜市

a
.

南
な
が
は
ま
共
創
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
募
集
に
つ
い
て

＊南ながはま共創パートナー企業の募集について

ビジョン掲載・事業実施

※まちづくりの方向性に合うもの
※事業実施が現実的であるもの など



５．その他

b
.

第
2

回
検
討
会
議
に
つ
い
て

＊第２回検討会議について

日時 令和６年７月１９日（金）１４‐１７時

場所 調整中（改めてメールいたします。）

内容 １．［部会］事業検討ワークショップ

令和７年度事業 ／ ２０５０年までの事業

２．［全体］発表、取りまとめ


